
	「
五
街
道
取
締
書
物
類
寄
下
」　

	
	

弐
拾
之
帳　
（
原
文
）

文
政
五
午
年
三
月
諏
訪
備
前
守
問
合

一
、
備
前
守
知
行
三
州
宝
飯
郡
白
鳥
村
東
海

道
往
還
並
木
松
弐
拾
本
松
虫
夥
敷
付
、
枯

木
ニ
相
成
、
往
来
之
旅
人
怪
我
等
も
難
レ
計

候
間
、
如
何
取
計
可
レ
申
哉
、

「
右
挨
拶
」

松
木
弐
拾
本
枯
木
ニ
相
成
候
上
は
伐
片
付
、

跡
地
苗
木
植
付
之
儀
は
、
根
付
宜
品
相
撰
、

成
木
い
た
し
候
様
可
二
心
付
一
旨
申
渡
、
尤
以

来
共
風
折
・
根
返
等
之
分
は
是
迄
之
通
取

計
、
右
様
立
枯
ニ
相
成
候
ハ
ゝ 

其
都
度
々
問

合
之
上
、
取
計
可
レ
有
レ
之
旨
、
及
二
挨
拶
一

候
事

「
五ご

か
い
ど
う
と
り
し
ま
り
し
ょ
も
つ
る
い
き

街
道
取
締
書
物
類
寄
下
」　

	
	

弐
拾
之
帳　
（
読
み
下
し
：
飯
塚
）

文（

一

八

〇

八

）

政
五
年
午う
ま

三
月
諏
訪
備
前
守
の
問
合
せ

一
、
備
前
守
が
知
行
す
る
三三

河

国州
宝ほ

い

ぐ

ん

飯
郡

白し
ろ
と
り鳥
村
東
海
道
往お

う
か
ん還
の
並
木
の
松
二
十

本
に
、
松
虫
が
夥

お
び
た
だし
く
付
い
て
枯
木
に
な

り
、
往
来
す
る
旅
人
の
怪
我
等
も
計
り
難

く
、
い
か
が
取
り
計
ら
い
を
申
す
可
き
か
。

「
右
挨
拶
」（
挨
拶
＝
回
答
）

枯
木
に
な
っ
た
松
木
二
十
本
は
伐
っ
て
片
付

け
よ
。
根
付
き
の
良
い
苗
木
を
撰
ん
で
跡
地

に
植
え
付
け
よ
。
成
木
に
な
る
ま
で
心＝

注

意
付
け

す
る
べ
き
旨
申
し
渡
す
。
今
後
と
も
、
風
折

れ
や
根
返
り
等
の
分
は
こ
れ
ま
で
通
り
取

り
計
ら
え
。
右
の
様
に
立
枯
れ
た
場
合
は
、

そ
の
度
毎
に
問
い
合
わ
せ
の
上
、
取
り
計

ら
い
有
る
べ
き
旨
、
回
答
に
及
ぶ
事
な
り
。


